
美術品のデジタル画像と
IIIF Curation Platform

第二回「文化資源学の展望プロジェ
クト：デジタル文化資源の未来」

第三回「CODHチュートリアル」

鈴木親彦

情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設

人文学オープンデータ共同利用センター1



自己紹介

•鈴木親彦
• 情報システム研究機構・データサイエンス共同基盤
施設・人文学オープンデータ共同利用センター
（CODH）

• 国立情報学研究所兼務

•経歴
• 東京大学大学院人文社会系研究科（美術史）
• 株式会社トーハン勤務
• 東京大学大学院人文社会系研究科（文化資源学）
• 2017年4月から現職
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CODHの目的

1. データサイエンスに基づく人文学（人文情報
学）という新たな学問分野を創生し、オープ
ン化を推進により組織の枠を超えた研究拠点
を形成・強化。

2. 人文学データの内容への「深いアクセス」
を実現する情報学・統計学の最新技術を開発。

3. 機構間連携や海外機関連携により日本の人文
知を世界に向けて集約、利用、発信。

4. オープンデータやアプリなどを基盤としたシ
チズンサイエンスやオープンイノベーション
を展開。
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日本古典籍データセット

• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/

•「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネット
ワーク構築計画」と協力

•デジタル化された古典籍のデータを、日本古典
籍データセットとして公開

•現在は国文学研究資料館が所蔵するオープン
データを中心に提供

• 2017年12月現在、1,767点（329,702コマ）
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5日本古典籍データセットより『源氏物語団扇画帖』（国文学研究資料館所蔵）



CODHの活動

•他にも様々なプロジェクト・データ公開・ツー
ル作成

• CODHサイトでぜひ確認を

• http://codh.rois.ac.jp/

• Twitter・Facebookでも情報発信中

• https://twitter.com/rois_codh

• https://www.facebook.com/ROIS.CODH/
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IIIF（トリプルアイエフ）

• International Image Interoperability Framework

• 研究分野間の分断や組織によってサイロ化の危機
にあるデジタル画像を、相互参照・相互運用可能
にしようとするコミュニティ活動
• このコミュニティが提案する標準化された画像へのアク
セス方法

• http://iiif.io/

• 仕様が公開されており、対応するソフトウェアす
でに複数開発されている。オープンソースのソフ
トウェアも多い。

• オープン性が利用の好循環を生んでいる
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http://iiif.io/


IIIFでの資料公開

•既にフランス国立図書館の電子図書館Gallicaが
北斎の作品をIIIF公開
• http://gallica.bnf.fr/

• http://gallica.bnf.fr/iiif/ark:/12148/btv1b10526637c/ma
nifest.json

•イェール大学もイギリス美術のコレクションを
IIIF対応
• https://britishart.yale.edu/collections/search
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IIIFでの資料公開

•日本では近世以降の絵本・絵巻物が充実（図書
館がやや先行？）
• 京都大学

• https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/

• 慶應義塾大学
• http://dcollections.lib.keio.ac.jp/ja

•アートアーカイブでの可能性
• 「つながる世界のコンテンツ ─ IIIFが描くアート・
アーカイブの未来」永崎研宣
• http://artscape.jp/study/digital-achive/10139893_1958.html
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IIIF Curation Platform

• IIIF Curation Platform
• 人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）
が開発するIIIFの拡張

• 資料を横断して要素を抜き出し、新たな視点で整理
する「キュレーション」を考える

• 複数のmanifestから任意の画面、または画面内の指
定範囲を抽出してコレクション化

• コレクションした画像の保存・共有

•ちょっと実演を…
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Curationの実例

•キュレーションを公開
• 日本古典籍キュレーション

• 国文学研究資料館が公開する日本古典籍画像を活用して
キュレーションを作成

• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/

• IIIFグローバルキュレーション
• 世界各国のIIIF画像を利用してキュレーション
• http://codh.rois.ac.jp/curation/

• IIIF Curation Platformの機能を十全に活用
• 「顔貌コレクション（顔コレ）」の公開

• http://codh.rois.ac.jp/face/
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何ができるのか
「顔コレ」を例に
• IIIFに対応する様々な画像から切り抜いてキュ
レーション＝デジタルの「ハサミとノリ」

•

12慶應義塾大学メディアセンター・デジタルコレクションより『しゅてんとうし』（慶應義塾大学所蔵）
http://dcollections.lib.keio.ac.jp/

http://dcollections.lib.keio.ac.jp/


何ができるのか
「顔コレ」を例に
•作成したキュレーションにメタデータ（付加的
な情報）を与える
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何ができるのか
「顔コレ」を例に
•登録したメタデータを活用して検索「顔コレ」
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何ができるのか
「顔コレ」を例に
•複数のキュレーションから、派生的に新たな
キュレーションを作成

15上：慶應義塾大学メディアセンター・デジタルコレクションより『ふんせう』（慶應義塾大学所蔵）
下：日本古典籍データセットより『しつか』（国文学研究資料館所蔵）



美術史と先端技術

•美術史は常に先端技術を教育に取り込んできた

•スライド映写
• 19世紀のドイツから始まる講義形式

• アナログのスライドからデジタル画像に変わったが
今や当たり前の講義方法

•版画・写真
• 写真（以前は精細な版画印刷）による作品閲覧

• 研究上当たり前の行為

• 出版による写真の活用は『国華』の登場で日本に定
着

16



美術史教育と先端技術

•作品の「実物」が最高の研究対象であり、教育
素材であるのは事実

•技術によって生まれた代替物も重要なツール
• 覚書として…第三者による検証のために…

•今日は様式比較の追体験・検証にIIIF Curation
Platformを活用してみる
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IIIF Curation Platformによる様式
研究の追体験
•東京大学髙岸ゼミで実践したワークショップ

• 2018年7月11日に実施

•『石山寺縁起絵巻』第五巻に対して、先輩研究
者が行った作者同定を追体験
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『石山寺縁起絵巻』様式研究

•『石山寺縁起絵巻』（全七巻）概要
• 石山寺（現滋賀県）の創建・霊験を描いた絵巻

• 鎌倉時代から描き継がれ完成は江戸時代

• 巻ごとに詞書染筆者・絵師ともに異なる

•相澤正彦氏による詳細な様式研究

•『石山寺縁起絵巻集成』
• 第五巻の詞書・絵師は不詳

• 相澤正彦による詳細な比較で、第五巻の絵師は粟田
口隆光ではないかと考えられている
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ワークショップ

•『石山寺縁起絵巻』版「顔コレ」を準備

•相澤が「選ばなかった」顔貌までを含めて第五
巻に登場する顔貌全部がリスト化されている

•相澤が「類似性」を発見した粟田口隆光の他の
作品に登場する顔貌10種類に対して、対応する
顔貌を見つけ出してみよう！

20



手順

1. 「石山寺縁起絵巻顔コレ」にアクセス

2. 手元に配布された相澤顔貌と対応する顔を探し、リスト
に入れていく
• 全顔貌から決めても良い（「原典」をクリック）
• メタデータから絞り込みも可能（「男」「女」など）
• リストに入れた顔貌は右上の「リスト」からいつでも削除・並び
替え可能

3. 10顔貌を決めたら、「投稿する」からキュレーションを
作成

4. キュレーションのURLをメモ
• お気に入りにする・メモ帳にコピペするなど

5. 各自、自分の選んだ10顔貌について「なぜ選んだか」3分
間プレゼン

6. 最後に相澤が選んだ（正解？）顔貌を示すので、全員で
ディスカッション
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今後の課題

• 機械学習との協力可能性も模索
• 「顔コレ」メニューの下方、アルファベット表記の
部分が機械による分類
烏帽子をかぶった人々＝Bird
坊主頭や丸い付喪神＝Circle

• セレンディピティとしてこれまでにない発想をもた
らす可能性

• 切り抜きも分業可能かもしれない
• 機械：典型的な要素の切り抜き
• 人間：意味的な切り抜き

• 専門家の選択意図がより明確に、より重要に
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